
 
 

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母が夜１２時ごろに陣痛がはじまって、

父が三島の産院に行く途中に頭が出てしま

ったそうです。ついてから５分ほどでわた

しは生まれました。しかし後産と言って胎

盤がなかなか出ないで、とても大変だった

そうです。 

 退院して母の実家に戻った時に、大量に

ミルクをはきだし、それからはミルクを少

しのんではもどし、最後にはミルクも受け

つけなくなりました。 

 そして、病院に紹介され診察したらその

まま入院になりました。腸が全く働いてい

ませんでした。新生児集中治療室に入りま

した。ミルクも冷凍保存してもってきて、

少しずつ増やしていったそうです。それか

ら２週間後に退院して、それからは、大き

な病気もなく育ちました。 

（１年男子） 
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僕は、全く生まれる気配がなかったそう

です。両親も周りの人もとても心配しまし

た。病院へ行った父母は、先生に 

「今日生まれなかったら、帝王切開で出し

ます。」 

と言われて、とてもびっくりしました。無

事に普通に産まれてきてよかった、と母が

言っていました。僕の生まれた日は雲一つ

ない快晴で、とても気分が良かったそうで

す。 

 僕を産んでくれた母に、とても感謝した

いです。 

（１年男子） 

 

母子同室になり静かな一瞬を過ごしてい

ましたが、おとなしくて寝てばかりで産ま

れてすぐ親孝行な子だな～と思っていまし

た。逆に反応が少ない…何か病気でもと自

分を責めたり悩みつつ、何があっても強い

気持ちで育てていこうと決心しました。退

院して家に戻った途端にぎやかな家族に囲

まれたせいかようやく泣き出した様子を見

てほっとしたのを覚えています。出産で感

動、喜び、不安や心配、親としての責任な

どいろんな思いを感じ、命の大切さを教え

てもらいました。      （３年女子） 

家族からのインタビュー④です。産まれてきてくれてありがとうと、思っているお母さんの

メッセージが届いた子どもたちの喜びが伝わってきます。 

                                 所長 小沢 浩 

な ご み つ う し ん 

        

              



 
私は、逆子だったため、帝王切開での出

産でした。お母さんはとても痛くて苦しく、

大変だったと言っていました。手術後は傷

が痛むため、一人では何も出来なかったそ

うです。 

お母さんの思いは、話を聞いていて、伝

わってきました。もちろん私にその時の痛

みはわかりません。しかし、お母さんは普

通に産むよりも、さらに上の痛みを味わっ

ています。 

 私は、お母さんがつらい思いをして産ま

れてきた子です。その命、無駄にするよう

なことは決してしてはいけないなと改めて

思いました。 

（３年女子） 

 

 

 

 

・ほんとうによく泣いた。 

・ベビーベットではねれず、母の胸元でね

ていた。 

・母のすいみん時間は少なく、大変でいや

になったこともあったけど、そこにやさし

い姉が来て「大丈夫、大丈夫」といって姉

にも育ててもらった。 

・よく泣くとドライブに行ったらしい。 

・母は産まれてきてくれて「ありがとう」

と毎日のように思っていると言っているし

ぼくも母や姉の子でよかったと思っている。 

・両親がりこんしてしまったのでぼくが大

人になったら子どもが大きくなるまで死ぬ

まで面どうをぜったいに見る。 

   （２年男子） 

 

 父は教師で、６年の担任で、その日は卒

業式の日だったので、生まれた時は母より

早く僕を抱いて、その後急いで卒業式に向

かったそうです。その後、母は僕を抱っこ

して、僕が無事生まれてよかったと思った

そうです。         （２年男子） 

 

 

母は産むときに出血が多く倒れてしまっ

たそうです。そして、僕は産まれてからも

黄疸が出たり生後２５日で水疱瘡になった

りとても大変だったと言っていました。 

 ぼくはこの話を聞いた時にとても迷惑を

かけて産まれてきたんだ、と思いました。

なので、僕はこれからも命を大切にして生

きていきたいと思います。 

（３年男子） 

 

ぼくがゆっくりゆっくりやっと産まれた

ときは、うれしくて泣いてしまったそうで

す。  

 ぼくはそれをきいたとき、お母さんが生

んで育ててくれてとてもありがたかったと

思いました。 

 生まれたときは、もう死んでしまったけ

れどひいおばあちゃんによくしてもらった

そうです。         （３年男子） 

 

（奇跡がくれた宝物 小沢浩著 

クリエイツかもがわ より） 

 


